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Ｈ２９．２年 基礎学力テスト
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（３）方程式
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（５）ｙはｘに反比例しｘ＝－１のときｙ＝１２なので
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（６）一次関数

変化の割合＝

ｙ＝

ｙの増加量

ｘの増加量

２

３
ｘ＋４

＝

でｘの増加量が３のときのｙの増加量は

２

３
なので ３× ２

３
＝２

（７）「５００円でａ円の品物が２つ買える」

５００≧２ａ ５００－２ａ≧０ ウ
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（９）階級値× 度数 は上から ２０

これを全部足して３８０

３８０÷ ２０＝１９

１０５ １５０ １０５

これが総計であり
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（１１）∠ＡＢＣの二等分線を作図すれば良い。

２．

（１０）側面の扇形の中心角は

半径

母線
＝
１

４
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３．

（１）（２）

連続する５つの自然数は、最も小さい数をｎとすると、

ｎ，ｎ＋１，ｎ＋２，ｎ＋３，ｎ＋４

その和は

ｎ＋ｎ＋１＋ｎ＋２＋ｎ＋３＋ｎ＋４＝５ｎ＋１０＝５（ｎ＋２）

よって、連続する５つの自然数の和は５の倍数である。

（３）

５５５＝５ｎ＋１０

５ｎ＝５４５ ｎ＝１０９

と表せる

（１）点Ｃの座標は

直線ｌ上の点なので

Ｃ（３，０）

ｘ軸上の点なので

４ｘ＋５ｙ＝１２

ｙ＝０

４ｘ＝１２ ｘ＝３
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４．

（２）直線ｍは

（３）ｍ：４ｘ＋５ｙ＝１２

（４）Ｂの座標は

傾き２、切片８なので、

ｌ：－２ｘ＋ｙ＝８

の交点Ｄの座標は、これを連立方程式として解いて

△ＤＢＣをｘ軸を回転の軸として１回転してできる立体は

底面が半径４で高さが５の円錐と

底面が半径４で高さが２の円錐をたして

－４ｘ＋２ｙ＝１６

４ｘ＋５ｙ＝１２

Ｂ（－４，０）とＡ（０，８）を通るので

０＝２ｘ＋８

７ｙ＝２８

－２ｘ＋４＝８

－２ｘ＝４

ｙ＝２ｘ＋８

ｘ＝－２

２ｘ＝－８

ｙ＝４

Ｄ（－２，４）

ｘ＝－４ Ｂ（－４，０）
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３
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（１）焼き菓子１個の値段をｘ円、かご１個むの値段をｙ円として

（２）

６ｘ＋ｙ＝１３５０

１０ｘ＋２ｙ－１００＝２２００

１２ｘ＋２ｙ＝２７００

１０ｘ＋２ｙ＝２３００

２ｘ＝４００ ｘ＝２００

焼き菓子２００円

１２００＋ｙ＝１３５０

かご１５０円 箱２００円

ｙ＝１５０

（１）（２）

△ＡＤＥと△ＧＣＥ

において

中点なので

ＡＤ∥ＣＧ

対頂角なので

①②③より１組の辺とその両端の角がそれぞれ等しいので

△ＡＤＥ≡△ＧＣＥ

（２）（１）より台形ＡＢＣＤ＝△ＡＢＧ

錯角なので

ＤＥ＝ＣＥ・・・・・・・①

∠ＡＥＤ＝∠ＧＥＣ・・・・・③

△ＢＥＦ＝

よって

△ＡＢＥ＝

∠ＡＤＥ＝∠ＧＣＥ・・・・②
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４
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２

１
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△ＡＢＥ

△ＡＢＧ


